
平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 1 
佐賀県教育センター 

イ 中学校第２学年 数学科詳細授業展開案 

 

 

１ 単元名     図形の調べ方 

 

 

２ 単元の目標 

(1) 観察、操作や実験などの活動を通して、対頂角や平行線の性質を見いだそうとしている。 

(2) 平行線や角の性質を理解し、それに基づいて図形の性質を確かめ説明することができる。 

(3) 平行線の性質や三角形の角についての性質などを、簡潔に表現したり、角の大きさなどを求めたり

することができる。 

(4) 図形の性質が成り立つ理由を説明する方法や図形の証明の必要性と意味を理解している。 

 

 

３ 単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形などについ

ての知識・理解 

様々な事象を平行線の

性質、三角形の角につい

ての性質などでとらえ

たり、平面図形の基本的

な性質や関係を見いだ

したりするなど、数学的

に考え表現することに

関心をもち、意欲的に数

学の問題の解決に活用

して考えたり判断した

りしようとする。 

平行線の性質、三角形の

角についての性質など

についての基礎的・基本

的な知識及び技能を活

用しながら、事象を数学

的な推論の方法を用い

て論理的に考察し表現

したり、その過程を振り

返って考えを深めたり

するなど、数学的な見方

や考え方を身に付けて

いる。 

平行線の性質、三角形の

角についての性質など

を、数学の用語や記号を

用いて簡潔に表現する

など、技能を身に付けて

いる。 

平行線の性質、三角形の

角についての性質など

を理解し、知識を身に付

けている。 

 

 

４ 単元の計画    （全 16 時間） 

 

 

 

 

 

節 項 時数（時間） 

１ 平行と合同 １ 角と平行線 ３ 

２ 多角形の角 ４ 

３  三角形の合同 ３ 

２ 証明 １ 証明とそのしくみ ３（本時３／３） 

２ 合同条件を使った証明の進め方 ２ 

単元のまとめ １ 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 2 
佐賀県教育センター 

 

「○」…形成的な評価、「◎」…単元における総括の資料とする評価  

時

間 
ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法 

数学への関心・意

欲・態度 

数学的な見方や 

考え方 
数学的な技能 

数量や図形な

どについての 

知識・理解 

１ 小単元１ 

観察、操作や

実験などを通

して、対頂角

の性質、平行

線の性質、平

行線になる条

件について理

解することが

できる。 

観察、操作や実験

などを通して、対

頂角や平行線の

性質について考

え、対頂角の性質

について理解す

る。 

◎平行線や角の

性質に関心を

もち、その性質

を帰納的に確

かめて演繹的

に導いたり、そ

れを用いて角

の大きさを求

めたり、直線の

位置関係を表

したりしよう

としている。

〔観察・ノー

ト〕 

○「対頂角は等し

い」ことを、帰

納的な推論や類

推を用いて考え

ることができ

る。〔観察・ノー

ト〕 

  

２ 同位角や錯角の

位置関係を知り、

平行線と同位角

の関係について

理解する。 

 ○対頂角、同位

角、錯角の大き

さを求めるこ

とができる。

〔観察・ノー

ト〕 

○対頂角、同位

角、錯角の意

味を理 解し

ている。〔観

察・ノート〕 

３ 平行線と錯角の

関係について理

解する。 

 ◎対頂角、同位

角、錯角の大き

さを求めるこ

とができる。

〔小テスト〕 

◎対頂角の性

質、平行線の

性質、平行線

になる 条件

を理解 

している。〔小

テスト〕 

 

４ 小単元２ 

三 角 形 の 内

角・外角の性

質について理

解し、多角形

の内角の和や

外角の和を求

めることがで

きる。 

三角形の３つの

角の和が 180°

であることを平

行線と角の性質

を使って、考察す

る。 

◎多角形の角に

ついての性質

に関心をもち、

既習のことに

帰着させるな

どして、多角形

の内角や外角

の和などを考

えようとして

いる。〔観察・

ノート〕 

○「三角形の内角

の和が 180°で

ある」ことなど

を、平行線の性

質を用いて説明

することができ

る。〔観察・ノー

ト〕 

  

５ 三角形の内角・外

角の性質や３つ

の三角形(鋭角・

鈍角・直角)につ

いて理解する。 

  ◎三角形の内

角・外角の性

質や３ つの

三 角 形 ( 鋭

角・鈍角・直

角)について

理解し てい

る。〔小テス

ト〕 

６ 多角形の内角の

和について理解

する。 

◎多角形の内角の

和を予想し、そ

れが正しいこと

を既習のことに

帰着させて考え

ることができ

る。〔小テスト〕 

○多角形の内角

の和を求める

ことができる。

〔観察・ノー

ト〕 

 

７ 多角形の外角の

和について理解

する。 

 ○多角形の外角

の和を求める

ことができる。

〔観察・ノー

ト〕 

◎多角形の内

角の和 と外

角の和 の求

め方を 理解

し て い る 。

〔小テスト〕 

 

 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 3 
佐賀県教育センター 

８ 小単元３ 

合同な図形の

性質、三角形

の合同条件に

つ い て 理 解

し、簡単な場

合に三角形の

合同条件を利

用することが

できる。 

合同な図形の性

質について理解

する。 

◎合同な図形の

性質や三角形

の合同条件に

関心をもち、そ

れらを見いだ

そうとしてい

る。〔観察・ノ

ート〕 

  ◎図形の合同

の意味 を理

解している。

〔小テスト〕 

９ 操作活動を通し

て、三角形の合同

条件について考

える。 

○三角形の決定条

件を基にして、

２つの三角形が

合同になるため

の条件を見いだ

すことができ

る。〔観察・ノー

ト〕 

  

10 三角形の合同条

件について理解

し、２つの三角形

が合同かどうか

を、合同条件を用

いて考察する。 

 ◎２つの三角形

が合同である

ことや、辺や角

の関係などを、

記号を用いて

表すことがで

きる。〔小テス

ト〕 

 

11 小単元４ 

証明の意味と

仮定から結論

を導く証明の

しくみについ

て理解するこ

とができる。 

証明の意味や仮

定、結論について

知る。 

◎図形の性質な

どを証明する

ことに関心を

もち、その必要

性と意味を考

えたり、証明の

方法について

考えたりしよ

うとしている。

〔観察・ノー

ト〕 

 ○仮定や結論な

どを、記号を用

いて表すこと

ができる。〔観

察・ノート〕 

○証明の意味

や、仮定と結

論の意 味を

理解し てい

る。〔観察・

ノート〕 

12 証明の道筋につ

いて理解する。 

○図形の性質など

を証明するため

に、構想や方針

を立てることが

できる。〔観察・

ノート〕 

  

13 

 

本

時 

証明の必要性や

証明の方法につ

いて考える。 

○すでに正しい事

柄を根拠にし

て、仮定から結

論を導く証明の

筋道を考えるこ

とができる。〔ワ

ークシート〕 

 ○証明の必要

性や証 明の

方法を 理解

し て い る 。

〔ワー クシ

ート〕 

14 小単元５ 

三角形の合同

条 件 を 使 っ

て、簡単な図

形の性質を証

明することが

できる。 

三角形の合同条

件を使った証明

の進め方につい

て理解する。 

◎三角形の合同

条件を用いて

図形の性質な

どについて考

えようとして

いる。〔観察・

ノート〕 

  ◎証明のため

の構想 や方

針の必 要性

と意味 を理

解している。

〔観察・ノー

ト〕 

15 三角形の合同条

件を使って証明

する。 

◎構想や方針を基

にして、仮定な

ど根拠となる事

柄を明らかに

し、筋道立てて

結論を導くには

どうすればよい

かを考えること

ができる。〔観

察・ノート〕 

◎三角形や辺、角

などを、記号を

用いて表すこ

とができる。

〔観察・ノー

ト〕 

 

16 

単元のまとめ

をする。 

 

単元テストを解

く。  

単元テストの結果を基に、これまでの評価結果を補正す

る。 

 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 4 
佐賀県教育センター 

６ 本時の学習 

・ 証明とそのしくみ （本時 ３／３） 

 

７ 本時の目標 

 ・ 証明の必要性や証明の方法について考えることができる。 

 

８ 本時の評価規準 

 ・ 図形の性質などを証明することに関心をもち、その必要性と意味を考えたり、証明の方法について

考えたりしようとしている。           (小単元で評価)【数学への関心・意欲・態度】 

 ・ すでに正しい事柄を根拠にして、仮定から結論を導く証明の筋道を考えることができる。 

 【数学的な見方や考え方】 

・ 証明の必要性や証明の方法を理解している。      【数量や図形などについての知識・理解】 

 

 

９ 本時の展開 

段
階 

学習活動 
形

態 

○指導上の留意点及び教師の支援 

(●数学的活動における教師の支援) 

※評価規準と【観点】、(方法) 

 

つ

か

む 

 

１ 証明のしくみについて確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習内容を知る。 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

○前時で学習した証明のしくみについて、確

認させ、正しいと認められる事柄にはどの

ようなものがあったか思い出させた。 

  

○本時のめあてを確認し、学習の見通しをも

たせた。 

 

 

 

見

通

す 

３ 課題を知る。 

 

〔課題〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇電子黒板で図の条件を確認しながら、各自

のワークシートに課題の図を描かせること

で、課題を把握させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

線分ＡＢとＣＤが点Ｏで交わっています。 
ＡとＤ、ＣとＢを結ぶとき、 
∠Ａ＋∠Ｄ＝∠Ｂ＋∠Ｃ 
となります。 

三角形の角の性質についての証明を考えよう。 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 5 
佐賀県教育センター 

  

 

 

 

 

 

 

練

り

合

う 

４ 課題１について考える。 

〔課題１〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［予想される生徒の反応］ 

・全員必ず同じ角度になるとは限らない。 

・全員が同じ図を書いたわけではない。 

・正しいとわかっていることを使っていない。 

・わからない。 

 

５ 課題２について考える。 

 

 

 

〔課題２〕 

 

 

個 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

 

 

 

 

 

 

●ふみかさんの証明は、なぜ正しくないのか

を予想させた。 

 

 

 

 

 

●生徒の予想を基に、ワークシートのふみか

さんの図や各自が描いた図の角の大きさを

比較させたり、実際に測らせたりして、課

題１の証明の不備を確認させた。そのこと

から、演繹的な証明の必要性に気付かせた。 

 

 

 

 

 

 

○証明の根拠として用いてよい事柄について

確認したり、既に分かっている事柄につい

ては、図の中に印を入れさせたりして、証

明の進め方を明確にさせた。 

 

 

 
∠Ａ＋∠Ｄ＝∠Ｂ＋∠Ｃ を証明しましょう。 

【数学的活動】 
ア 成り立つ事柄を予想する活動 

【数学的活動】 
イ 観察、操作などの具体的な活動 

上の〔課題〕について、ふみかさんは、∠Ａ、∠Ｂ、∠Ｃ、∠Ｄの４つの角の大きさを 

分度器で測って証明しました。 
しかし、はやとさんは、ふみかさんの証明は正しくないと言っています。 

なぜそう言ったのか、ではやとさんの考えを書いてみよう。 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 6 
佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 課題２について説明し合う。 

・グループで説明し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

○活動が進まない生徒には、三角形の内角の

和や対頂角の性質に着目させ、それを基に

証明を進めていくように助言した。 

  

 

●自分が書いた証明が正しいかどうかを、ワ

ークシートの記述を基に、図で確認しなが

ら互いに説明し合うように指示した。 

 

 

○生徒の記述を電子黒板で写して発表させ、

それを基に全体で確認させた。 

 

深

め

る 

 

７ 課題３について考える。 

〔課題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子黒板で、課題３の条件を確認し、課題

の内容を確認させた。 

 

 

 

 

 

 

 

右の図で、ＡＢ//ＣＤとします。 
線分ＢＣ上に点Ｐをとるとき、 
∠Ａ＋∠ＡＰＢ＝∠Ｄ＋∠ＤＰＣ 

となります。 
このことを証明しましょう。 
 

【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活動・人の

考えを理解する活動 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 7 
佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体で確認する。 

個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉 

●課題２の証明と比較させることで、根拠と

なる事柄に気付かせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の記述を電子黒板で写して発表させ、

それを基に、全体で確認させた。 

 

○大きさの等しい角を確認し、平行線の錯角

は等しいことを押さえた。 

※ 証明の必要性や証明の方法を理解して

いる。       

【数量や図形などについての知識・理解】 

(観察・ワークシート)  

※ すでに正しい事柄を根拠にして、仮定

から結論を導く証明の筋道を考えること

ができる。 

【数学的な見方や考え方】 (観察・ワーク

シート)  

【数学的活動】 
オ 発展的に考える活動 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断され

る生徒への指導：電子黒板で、ＡＢ//
ＣＤの図を提示し、∠Ｂ＝∠Ｃ(錯角)

であることに気付かせる。その後、課

題３の前半の証明を提示し、参考にし

ながら証明を書き進めるように助言す

る。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)：測定

値などの具体的な数値ではなく、証明に

用いる言葉や用語、記号を用いて記述し

ている。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断され

る生徒への指導：課題２を振り返させ

ることで、演繹的な証明の必要性に気

付かせる。その後、等しい角がないか

どうかに着目するように助言する。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)：証

明するための根拠として、三角形の３

つの内角の和が 180°であることと平

行線の錯角は等しいことを用いること

ができる。 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例２詳細授業展開案 - 8 
佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題２の証明については、内角の性質だけ

でなく、外角の性質を用いても証明が成り

立つことを確認し、証明のよさに気付かせ

た。 

 

ま

と

め

る 

８ 本時の学習のまとめをする。 斉 ●本時のまとめをワークシートに記述させ、

証明の必要性や方法について振り返らせ

た。 

 

 

※ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。 

 斉・・・一斉活動  個・・・個人活動  Ｇ・・・グループ活動 

 

 

 

【数学的活動】 
カ 自分が行った活動を振り返る活動 

【数学的活動】 
エ 目の前の課題から、物事の本質を見

抜こうとする活動 


